
 ３．2023年度予算の概要 
 （１）2023年度予算編成⽅針 

  学園ビジョン及び第三期中期計画に則った教育研究計画・業務計画を策定し、内⽰積算⽅式に基づいた2023 
 年度予算編成を下記の⽅針で⾏う。 
 ＜基本⽅針＞ 
 〇当該年度の学園に帰属する収⼊規模（学⽣⽣徒等納付⾦、寄付⾦、補助⾦、資産運⽤収⼊他）に応じた適正 
 な⽀出規模となる収⽀均衡予算を策定する。 
 〇個々の申請内容を精査して予算を配分し、事業活動収⽀において、経常収⽀差額を収⼊超過とする。 
 〇資⾦収⽀において、翌年度繰越⽀払資⾦を確保しながら、計画に基づき特定資産への繰り⼊れを⾏う。 
 〇新たな中期計画予算を確保して、各部⾨における教育研究活動充実のための取り組みを⽀援する。 

  2023年度では、ビジネス学部の学年進⾏等により収⼊の増加が⾒込まれるものの、電気料⾦の値上がりや⼤ 
 規模⼯事の実施等により、⽀出についても増加する⾒込みである。また、2023年度は学園の第三期中期計画の 
 初年度であり、リーダーシップ教育にかかわる新たな教育研究活動を財政的に⽀援する⽬的で、中期計画予算 
 及び学⻑裁量経費を増額した。 
  以上を踏まえ、事業活動収⽀の経常収⽀差額は、約500万円の収⼊超過とした。また、翌年度繰越⽀払資⾦ 
 約29億円を確保した上で、約4億円の積⽴を予定している。 

   
 （２）資⾦収⽀予算（表１） 

 【収⼊】 
 ＜学⽣⽣徒等納付⾦収⼊＞ 

 ビジネス学部が完成年度となることを踏まえ、前年⽐約3億3,400万円増の約91億9,900万円を計上した。 
 ＜⼿数料収⼊＞ 

 約2億2,400万円のうち、⼊学検定料収⼊については、受験者数の状況を考慮し、前年⽐約1,600万円減の約2 
 億1,100万円を計上した。 

 ＜補助⾦収⼊＞ 
 約19億5,600万円のうち、授業料減免費補助⾦については、修学⽀援制度対象者の増加により2,700万円増額 
 しており、その他の補助⾦については、近年の実績額を⾒込み計上した。 

 ＜その他の収⼊＞ 
 約13億円のうち、特定資産の取崩収⼊で約11億2,500万円を計上した。  
 前年度繰越⽀払資⾦約33億400万円と合わせ、収⼊の部合計は約161億6,900万円となった。 

 【⽀出】 
 ＜⼈件費⽀出＞ 

 退職予定者と採⽤予定者とを加味して、前年⽐約2億3,800万円増の約66億8,000万円を計上した。 
 ＜教育研究経費⽀出＞ 

 前年⽐約5億2,600万円増の33億3,500万円を計上した。主な要因としては、電気料⾦の⾼騰により光熱⽔費 
 を前年⽐約1億5,900万円増の4億1,700万円としたことの他、建築・デザイン学部設置⼯事及び各所⼯事等の 
 計画実施による。 

 ＜その他＞ 
 管理経費⽀出は、約6億7,200万円を計上した。施設関係⽀出は、⼋王⼦キャンパス10号館天井耐震補強⼯事 
 等により約5億7,100万円となり、設備関係⽀出は、約3億4,200万円を⾒込んでいる。 
 特定資産への繰⼊⽀出は15億4,800万円を計上しているが、11億2,500万円を取り崩すため、積⽴額は約4億 
 円を⾒込んでいる。 
 これにより、翌年度繰越⽀払資⾦は約29億2,100万円としている。 
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 （３）事業活動収⽀予算（表２） 
  教育活動収⽀では、約1億1,000万円の⽀出超過となるものの、教育活動外収⽀と合わせた経常収⽀差額で、 
 約500万円の収⼊超過を⾒込んでいる。また、特別収⽀では、約1,600万円の⽀出超過となる。これに予備費1 
 億円を加え、基本⾦組⼊前当年度収⽀差額は約1億1,100万円の⽀出超過となり、基本⾦約4億4,000万円を組み 
 ⼊れ後の当年度収⽀差額は、約5億5,100万円の⽀出超過となる。 

 （４）中期計画予算（表３） 
  リーダーシップ教育につながる新たな教育研究活動に対し重点的に⽀援を⾏う⽬的で、2023年度より予算枠 
 を2億円とした。各部署より申請のあった計画について、査定の結果、総額で約1億円を計上した。 
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 表１.資⾦収⽀予算総括表 
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 表２.事業活動収⽀予算総括表 
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 表３.中期計画予算 
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